
地震によるボイラ停止に対する復旧方法
㈱サムソン

燃料ガスの状況確認 燃料油の状況確認

ある ある
ガスメータの異常表示はないか? 油ﾀﾝｸからの漏れはないか？

なし なし
ある ある

１次配管からの漏れはないか？ 1 次配管からの漏れはないか

なし なし
使用中止 使用中止

ボイラ室の異常確認

出来ていない
室内の換気は十分出来ているか?

出来ている

配管、ボイラの据付状況の確認し、 ある

変形や損傷がないか？

なし

１次バルブを除々に開く

する
異臭（ガス・油臭）がしないか？ 使用中止

しない

ボイラの異常確認

ボイラの１次電源を入れる

軟水器の時刻合わせを実施。 なっていない

軟水チェックで軟水となっているか？

なっている
している

漏電遮断器は作動していないか？

していない

感震器のリセット：別添資料参照下さい

ある
ボイラ本体の燃料配管の漏れはないか？

なし
している

ボイラの異常表示は発生していないか？ 使用中止

異常コード番号を確認する

していない

燃焼状態の確認

ボイラ出口主蒸気バルブを閉じる

ボイラを起動する

ある
ボイラから蒸気漏れ･異臭･異音はないか？

なし
しない

ボイラが設定圧力で停止をするか？

する

主蒸気バルブを徐々に開ける

あり
設備側での蒸気漏れはないか？ 使用中止

なし

運転後、しばらく機器の側で異常の無いことをご確認ください。異常があれば

直ちに運転を停止し、下記にご連絡ください。

ご不明点がありましたら、下記にご連絡ください。

連絡先：ボイラに貼ってあります最寄りの支店および営業所もしくは、

本社：０８７５－２５－４５８１（営業統括部）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロスバー

（緑色）

リセットボタン

（青色） 

 安全装置のリセット方法 

送風機モータまたは給水ポンプが、何らかの原因で過負荷になった場合は、サーマルリレー

（過負荷保護装置）が作動して電磁開閉器を切り、モータを停止させて損傷を防ぎます。 

このとき、サーマルリレーのクロスバーが内部に入り見えなくなります。 

■サーマルトリップのリセット方法 

【運転】スイッチを OFF し、警報

ブザーを解除します。 

送風機モータまたは給水ポンプの

点検・修理を行います。 

サーマルリレーのリセットボタンを押しますと、内部に

入り込んでいたクロスバーが出てリセットされます。

操作パネルの【リセット】スイッチを押します。 

【運転】スイッチを ON すると、再起動します。 

■感震器のリセット方法 

設備に異常がないことを確認してください。

リセットレバー

感震器のリセットレバーをゆっくり上にあげて 

ください。 

感震器がリセットされます。 

操作パネルの【リセット】スイッチを押します。 

【運転】スイッチを ON すると、再起動します。 

【運転】スイッチを OFF し、警報

ブザーを解除します。 


